
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 報

令和8年９月１７日 

三重県産米品質改善対策会議 

秋耕を行い、稲わらは早期に鋤き込みましょう！ 

❶ 翌年産水稲での還元障害の軽減 
 早期に鋤き込むことによって、稲わらの分解が促進されるため、翌年産水稲での還元障害

（ガス沸き、根傷み等）が軽減されます。 

 

❷ 多年生雑草の密度低下 
 オモダカやクログワイ等の多年生雑草の塊茎を土壌表面に露出させることにより、冬季の

低温や乾燥によって枯死させることができます。 

 

❸ ヒレタゴボウ対策 
 ヒレタゴボウは稲収穫後も切断株から再生したり、こぼれた種子から新たに出芽するため、

1０月末頃まで種子を生産することが可能です。再生個体を開花までに鋤き込むことで、翌年

産の種子量を減らすことができます。 

 

❹ 漏生稲対策 
 二番穂を圃場に残しておくと、翌年産の漏生稲の発生原因となるため、早期に稲株を鋤き

込みましょう。また、こぼれ籾についても早期に土中に埋め込み、腐熟を促進させましょう。

なお、天水を溜めて土壌水分を高めると、高い腐熟効果が得られます。 

台風や大雨により水田が冠水すると、収穫後の稲わらが水田から流出し、道路や用排水路、周

辺圃場に堆積してしまい、浸水被害の拡大やその後の除去処理などの問題になります。稲わら

の流出の防止対策として、稲収穫後は速やかに秋耕を行いましょう。 

早期の鋤き込み耕のメリット 

稲わら流入による被害状況（左：大豆圃場、右：水稲圃場） 

 


